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Yokoyama K, Cossu D, Hattori N. Comparison of humarl immunity against acid-fast bacilli lipophilic antigen in patients with Japanese MS and NMOSD, 
European Committee for Treatment and Research in Multiple Sclerosis (ECTRIMS), Oct 25, 2017, Paris, France

Yoritaka A, Ohtsuka C, Maeda T, Hirayama M, Abe T, Watanabe H, Saiki H, Oyama G, Fukae J, Shimo Y, Hatano T, Kawajiri S, Okuma Y, Machida Y, Miwa 
H, Suzuki C, Kazama A, Tomiyama M, Kihara T, Hirasawa M, Shimura H, Oda E, Ito M, Ohno K, Hattori N. A randomized double-blind multi-center trial of 
hydrogen water for Parkinson’s disease, 23th World Congress of Neurology, Sep 16, 2017, Kyoto
Yoshino H, Nishioka K, Li Y, Ikeda A, Shibagaki Y, Hosaka Y, Iwanaga H, Fujitake J, Ohi T, Miyazaki D, Sekijima Y, Oki M, Kusaka H, Ugawa Y, Funayama 
M, Hattori N. Clinical heterogeneity of GCH1 mutations in Parkinsonism with or without dystonia, 23th World Congress of Neurology, Kyoto International 
Conference Center, Sept 16-21, 2017, Kyoto

服部信孝．口演、iPSを用いたパーキンソン病の遠隔診療、神経変性疾患領域における基盤的調査研究班（中島班）平成29年度班会議、2017年12月22日（会期は22日～23
日）、JA共催ビルカンファレンスホール、東京

発表者名、発表タイトル（題目・演題・課題等）、学会名、場所、発表年月日等

服部信孝．ポスター、パーキンソン病患者・モデル動物由来多面的解析に立脚したパーキンソン病病態解析、平成29年度AMED脳と心の研究課、研究交流会、2017年11月30
日、ベルサール高田馬場、東京

Hattori N, Takeda S, Mochizuki H, Takahashi R, Nagai M, Takeda A, Nishimura A, Kato M.  Adjunctive rasagiline in Japanese Parkinson's Disease (PD) 
patients with wearing-off phenomena, Poster, 第11回パーキンソン病・運動障害疾患コングレス、品川プリンスホテル、2017年10月27日、東京

Hattori N, Saiki S, Hatano T, Fujimaki M, Ishikawa KI, Oji Y, Mori A, Okuzumi A, Koinuma T, Ueno SI.  Novel metabolic biomarkers for Parkinson's disease,  
AMED-CREST疾患代謝シンポジウム、疾患メタボロームへの挑戦 -、第11回メタボロームシンポジウム、2017年11月13日、ホテル阪急エキスポパーク、大阪府吹田市

Funayama M, Ikeda A, Matsushima T, Daida K, Nakajima S, Conedera S, Li Y, Yoshino H, Oyama G, Nishioka K, Hattori N.　A novel variant of CHCHD2 in a 
patient with sporadic Parkinson’s disease、日本人類遺伝学会第62回大会、2017年11月17日、神戸

Matsuki W, Miyazaki S, Sasazawa Y, Simizu S．新規白血病治療薬候補vibsanin Aの構造活性相関解析、第21回日本がん分子標的治療学会学術集会、福岡県福岡市九

州大学、2017年6月14～16日、福岡
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Meng H, Yamashita C, Shiba-Fukushima K, Inoshita T, Imai Y, Hattori N: Loss of Parkinson’s disease-associated protein CHCHD2 affects mitochondrial 
cristae structure and facilitates cytochrome c release from mitochondria. 第40回日本神経学会学術大会 　千葉、2017年7月22日

Ohta S.  Hydrogen water improves mild cognitive impairment with the APOE4 genotyp 第7回日本分子状水素医学生物学会年会、名古屋ホテルガーデンパレス、

2017年10月29日、名古屋

伊澤奈々、岩室宏一、谷真美、羽鳥浩三、服部信孝、藤原俊之．パーキンソン病患者での足圧測定機能付きトレッドミルを用いた立位・歩行時の足圧分析、第1回日本リハビリ

テーション医学会秋季学術大会、2017年10月28日、大阪

伊澤 奈々、岩室 宏一、谷 真美、羽鳥 浩三、服部 信孝、藤原 俊之．パーキンソン病患者での足圧測定機能付きトレッドミルを用いた立位・歩行時の足圧分析、第47回日本臨床

神経生理学会学術大会、2017年11月29日-12月1日、パシフィコ横浜、横浜

稲葉俊東，島田佳明，志村秀樹，渡邉雅男，宮元伸和，田中亮太，卜部貴夫．レベチラセタムによる白質病変後の認知機能改善効果．第60回日本脳循環代謝学会学術集会，

2017年11月3日、大阪

稲葉俊東，島田佳明，志村秀樹，渡邉雅男，宮元伸和，卜部貴夫．レベチラセタムによる白質病変後の認知機能改善効果．第8回日本脳血管・認知症学会総会，2017年8月5日
東京・虎ノ門

井下 強、荒野 拓、穂坂 有加、孟 紅蕊、梅崎 勇次郎、小杉 紗紀子、森本 高子、小池 正人、Chang Hui-Yun、今居 譲、服部 信孝: パーキンソン病原因遺伝子 Vps35はシナプ

ス小胞再生関連遺伝子と協働して神経伝達を制御するConBio2017 ワークショップ（神経変性疾患への分子生物学的アプローチ）、2017年12月8日、神戸

井下 強、崔 長旭、荒野 拓、穂坂 有加、孟 紅蕊、梅崎 勇次郎、小杉 紗紀子、森本 高子、小池 正人、Chang Hui-Yun、今居 譲、服部 信孝．Vps35 in cooperation with 
LRRK2 regulates synaptic vesicle recycling through the endosomal pathway、第40回日本神経科学大会、2017年7月21日、千葉

今居　譲. パーキンソン病類縁疾患ペリー症候群ショウジョウバエモデルのシナプスの異常はTDP-43の減少で軽減される　ConBio2017 ワークショップ（シナプス、軸索の変調か

ら神経変性疾患を理解する）、2017年12月7日、神戸

今居　譲．パーキンソン病原因遺伝子CHCHD2の機能解析、カテコールアミンと神経疾患研究会2017 、品川プリンスホテル、2017年5月20日、東京

今居　譲．パーキンソン病原因遺伝子産物CHCHD2の生理的機能とその変異による病態への関与、第15回神経科学研究会、京橋、2017年10月7日、東京

岩室 宏一、下 泰司、梅村 淳、中島 明日香、大山 彦光、城 崇之、関本 智子、中村 亮太、佐々木 芙悠子、新井 一、服部 信孝．パーキンソン病における筋強剛と大脳基底核のβ
オシレーションとの関係、第47回日本臨床神経生理学会学術大会、2017年11月29日-12月1日、パシフィコ横浜、横浜

岩室宏一、伊澤奈々、原　毅、新井一、藤原俊之、服部信孝．C3/4レベルの頚椎症性脊髄症に起因する手指巧緻運動障害の検討、第32回日本脊髄外科学会、2017年6月9日、
大阪

岩室宏一、伊澤奈々、原　毅、中城博子、大山彦光、梅村 淳、下泰司、新井一、藤原俊之、服部信孝．腰部脊柱管狭窄症に対する除圧術後にDBS刺激依存性有痛性筋痙攣を

呈したパーキンソン病の一例、第11回パーキンソン病・運動障害疾患コングレス、2017年10月28日、東京

岩室宏一、川崎隆、上山勉、沖山亮一、谷口 真、横地房子．脳深部刺激電極留置術後の電極周囲脳浮腫の検討、第56回日本定位・機能神経外科学会、2017年1月28日、大阪

岩室宏一．基底核疾患に対する脳深部刺激療法30周年；求められる変革、第32回日本大脳基底核研究会、2017年7月2日、西尾

上野真一, 波田野琢, 王子 悠, 斉木臣二, 奥住文美, 池田均, 服部信孝．パーキンソン病における早期診断マーカーとしての酸化型・還元型アルブミン測定、第11回パーキンソン

病・運動障害疾患コングレス、品川プリンスホテル、2017年10月26日～28日、東京
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上野祐司、宮元伸和、山城一雄、田中亮太、黒木卓馬、平健一郎、栗田尚英、中島　翔、卜部貴夫、服部信孝．シンポジウム7　心房細動と脳卒中を考える：実臨床からみた非弁

膜症性心房細動患者への抗凝固療法の選択、第42回日本脳卒中学会総会、2017年3月16日、大阪

上野祐司、卜部貴夫、服部信孝．シンポジウム3、脳梗塞診断、治療のトピックス：ESUSにおいて弓部大動脈粥腫は重要な塞栓源となりうる、第20回日本栓子検出と治療学会、

2017年9月30日、東京

梅村 淳、中島 円、岩室宏一、三橋 匠、中城博子、大山彦光、下 泰司、服部信孝、新井 一．パーキンソン病におけるDBSデバイスの進歩に伴う刺激方法の変遷とデバイスの選

択、第76回日本脳神経外科学会学術総会、2017年10月14日、名古屋

梅村 淳、中島 円、大山彦光、下 泰司、中島明日香、城崇之、関本智子、中村亮太、佐々木扶悠子、伊藤賢伸、岩室宏一、服部信孝、新井 一．パーキンソン病に対する淡蒼球

内節刺激術後のすくみ足の悪化、第56回日本定位・機能神経外科学会、2017年1月27日、大阪

梅村 淳. 脳深部刺激療法におけるIPG交換術後のデバイストラブル、第56回日本定位・機能神経外科学会、2017年1月28日、大阪

卜部貴夫．イブニングセミナー1、Post Strokeの随伴症状の治療戦略と今後の展望、第60回日本脳循環代謝学会学術集会、2017年11月3日、大阪

卜部貴夫．シンポジウム5、血管性認知障害の分子病態と治療、虚血性白質損傷におけるCREBリン酸化に着目した防御戦略、第36回日本認知症学会総会、2017年11月24
日、金沢

卜部貴夫．メディカルスタッフレクチャー8　脳梗塞の危険因子、最新の話題と管理について．第35回日本神経治療学会総会、2017年11月16日、大宮

卜部貴夫．ランチョンセミナー3、脳梗塞再発予防における有効で安全ない抗凝固療法を目指して、第20回日本栓子検出と治療学会、2017年10月12日、東京

太田成男、水素医学：基礎研究から臨床応用に向かって　第33回スパズム・シンポジウム　Stroke2017（第42回日本脳卒中学会学術集会）大阪、2017年3月16日

太田成男.  ミトコンドリアからみた認知症予防　睡眠・認知症予防シンポジウム3・（睡眠からアプローチする）名古屋　2017年2月5日

小川　崇、黒木卓馬、服部安莉、中島明日香、富施敦仁、江口博人、三輪英人、服部信孝．心筋症から全身筋力低下を来し、抗ミトコンドリア抗体が陽性であった一例、第223回
日本神経学会関東・甲信越地方会、砂防会館、2017年12月2日、東京

小川　崇、正島由理、安藤真矢、大垣光太郎、野田和幸、大熊泰之．進行性非流暢性失語で発症したV180I変異を伴うCJDの79歳女性例、第221回日本神経学会関東・甲信越

地方会、砂防会館、2017年6月3日、東京

奥住文美．alpha-synucleinは神経回路に沿って伝播する、第58回日本神経病理学会総会学術大会、学術総合センター、2017年6月2日、東京

奥住文美．マウス脳における脳梁離断を用いた線維状αsynucleinの伝播経路の検討、第11回パーキンソン病・運動障害疾患コングレス、品川プリンスホテルアネックスタワー、

2017年10月26日、東京・品川

金井 数明、中里 朋子、下 泰司、大山 彦光、服部 信孝．抗MAG抗体陽性ニューロパチーの運動神経軸索特性、第47回日本臨床神経生理学会学術大会、2017年11月29日-12
月1日、パシフィコ横浜、横浜

神山大樹、河村美巴子、横山和正、中村真一郎.  髄液MOG抗体陽性であった血清陰性視神経脊髄炎スペクトラム障害の26歳女性例、第222回日本神経学会関東・甲信越地方

会、砂防会館、2017年9月2日、東京
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加茂　晃、石黒雄太、小川　崇、正島由理、安藤真矢、大垣光太郎、野田和幸、大熊泰之．抗Gal-C抗体陽性で長大な脊髄病変を主徴とした31歳男性例、第220回
日本神経学会関東・甲信越地方会、砂防会館、2017年3月4日、東京

栗田 尚英、山城 一雄、黒木 卓馬、田中 亮太、上野 祐司、卜部 貴夫、山城 雄一郎、野本 康二、松本 敬、高橋 琢也、辻 浩和、朝原 崇、服部 信孝．腸内細菌叢の異常に伴う高

LPS血症は急性期脳梗塞の組織障害進展に関与する、第60回日本脳循環代謝学会、千里ライフセンター、2017年11月3日-4日、大阪

栗田尚英、山城一雄、田中亮太、上野祐司、山城雄一郎、野本康二、高橋琢也、辻浩和、朝原崇、服部信孝．糖尿病マウスにおける腸内細菌叢の異常と急性期脳梗塞巣の組織
障害、第42回日本脳卒中学会学術集会、2017年3月16日、大阪

崔 長旭、井下 強、服部信孝、今居 譲．Genetic association study of Parkinson's disease-related genes that control synaptic vesicle dynamics第40回日本神経科学大

会、2017年7月22日、千葉

櫻井麻由、上野真一、中村亮太、平野一興、穂坂有加、山下　力、富沢雄二、古川芳明．DAT-SPECTにて集積低下を認めたM232R Creutzfeldt-Jakob病の66歳女性例、第

222回日本神経学会関東・甲信越地方会、砂防会館、2017年9月2日、東京

櫻井麻由、代田健祐、石黒雄太、須田晃充、上野祐司、高梨雅史、横山和正、服部信孝．両側後頭葉病変による視野狭窄を呈し、脳生検を施行したAcquired immune 
deficiency syndrome の37歳女性例、第223回日本神経学会関東・甲信越地方会、砂防会館、2017年12月2日、東京

佐藤栄人．Synuclein depositは細胞死の原因か -YES, Controversy 2, 講演、第11回パーキンソン病・運動障害疾患コングレス、品川プリンスホテル、2017年10月27日、東京

柴 佳保里、井下 強、青木 裕子、石濱 泰、今居 譲、服部信孝．PINK1-Parkinシグナル伝達に関与する新規分子の解析、ConBio2017、2017年12月6日、神戸

島田佳明、小山田知世、森　美紀子、渡邉雅男、志村秀樹、卜部貴夫．ステロイドが奏功したCerebral amyloid angiopathy related inflammationの2症例、第36回日本認知

症学会総会、2017年11月24日、金沢

清水優子、藤原一男、大橋高志、中島一郎、横山和正、池口亮太郎、高橋利幸、三須建郎、清水 悟、青木正志、（和文症例報告）北川一夫．抗アクアポリン4抗体陽性視神経脊

髄炎関連疾患患者の妊娠に関連した再発リスクの検討、東京女子医科大学、2017年4月、東京

志村秀樹、島田佳明、相場彩子、渡邉雅男、林　明人、服部信孝、卜部貴夫．29例のパーキンソン病患者に対する前向き152週間ロチゴチン貼付剤投与試験での短期的及び長

期的効果、第35回日本神経治療学会総会、2017年11月17日、大宮

志村秀樹、島田佳明、相場彩子、渡邉雅男、林　明人、服部信孝、卜部貴夫．アセチルコリンエステラーゼ阻害剤単独療法とメマンチン併用療法の3年間の効果の検討、第36回
日本知症学会総会、2017年11月25日、金沢

下中翔太郎、松本信英、本井ゆみ子、服部信孝．Tauopathy培養細胞モデルを用いたTauの凝集・伝播に関わるアミノ酸配列の同定、第36回日本認知症学会学術集会、2017
年11月24日、金沢

陣内紀明．複視で発症した髄膜癌腫症の36歳女性例、日本神経学会東北地方会、2017年9月30日、盛岡

関本智子、大山彦光、尾藤宏達、土屋 勝、佐々木芙由子、中村亮太、城 崇之、下 泰司、服部信孝．三次元解析装置を用いたパーキンソン病の歩容解析、第11回パーキンソン

病・運動障害疾患コングレス、2017年10月26-28日、東京

代田健祐、竹重遥香、穂坂有加、平野一興、山下　力、山田大介、富沢雄二、古川芳明．片側myoclonic tremorで発症した神経梅毒の63歳男性例、第221回日本神経学会関

東・甲信越地方会、砂防会館、2017年6月3日、東京

須藤 塁、厚澤雄二、服部俊治、水野一乘、中田智史、平澤恵理．脱細胞化マウス筋—関節系の作成、第49回日本結合組織学会、2017年6月16日、三重
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代田健祐、田中亮太、山城一雄、宮元伸和、野田和幸、島田佳明、上野祐司、大熊泰之、服部信孝、卜部貴夫．DPP-4阻害剤アログリプチンの脳梗塞再発予防効果に関する研

究（J-SPIRIT2）、第42回日本脳卒中学会総会、2017年3月16日、大阪

代田健祐、林田有紗、安藤真矢、大垣光太郎、服部信孝、大熊泰之、野田和幸．過眠症を呈しモダフィニル，メチルフェニデートが奏功したNeuromyelitis Optica
Spectrum Disordersの67歳女性例、第222回日本神経学会関東・甲信越地方会、砂防会館、2017年9月2日、東京

田中 亮太、山城 一雄、大山 彦光、梅村 淳、下 泰司、服部 信孝．パーキンソン病におけるcerebral microbleeds(CMBs)と認知症の関係について、第60回日本脳循環代謝学

会、2017年11月3日-4日、千里ライフセンター、大阪

田中亮太、宮崎彩記子、林　英守、田淵晴名、野尻宗子、卜部貴夫、服部信孝、宮内克己、代田浩之．心房細動治療の実態把握と予後調査のための患者登録研究～
RAFFINE study～、第20回日本栓子検出と治療学会、2017年9月30日、東京

谷口大祐、王子 悠、林田有紗、竹井 暖、廣瀬仁樹、西岡健弥、塩田智美、服部信孝.  ペリー症候群様の臨床症状を呈しMAPT遺伝子変異を認めた37歳男性例、第220回
日本神経学会関東・甲信越地方会、砂防会館、2017年3月4日、東京

谷 真美、伊澤奈々、羽鳥浩三、藤原俊之．ボツリヌス治療後HANDS therapyを施行し、上肢機能の改善を認めた小児脳卒中の一例、第1回日本リハビリテーション医学会秋季

学術大会、2017年10月28日、大阪

富沢雄二、高梨雅史、古川芳明．精神症状と認知機能障害の病因としてargyrophilic grainの関与を考えたPNLAの一例、第36回日本認知症学会学術集会、石川県立音楽堂

/ANAクラウンプラザホテル金沢、2017年11月24日、金沢

富田春菜、杉野佑子、伊澤奈々、藤原俊之．顔面と口腔内の感覚機能改善を重点に介入したFacial onset sensory and motor neuropathy (FOSMN)症候群の一例、第18回
日本言語聴覚学会、2017年6月23日、松江

長岡正範、吉田 司、保苅吉秀、林 康子、伊澤奈々、羽鳥浩三．バランス練習アシスト（BEAR）の有効性-透析患者への利用、第54回日本リハビリテーション医学会学術集会、

2017年6月8日、岡山

中里 朋子、金井 数明、西岡 健弥、大山 彦光、下 泰司、服部 信孝．抗GAD抗体は運動神経軸索のBarrett-Barrett conductanceを増大させる、第47回日本臨床神経生理学

会学術大会、2017年11月29日-12月1日、パシフィコ横浜、横浜

永島修子、吉田 司、川上陽子、阿瀬寛幸、北原エリ子、野上典子、伊澤奈々、窪田大介、高木辰哉、佐々木純、笹井啓資．多発骨病変を伴った成人T細胞白血病症例に対する

リハビリテーションアプローチ、整形外科手術・放射線療法・化学療法を経て歩行獲得まで、第22回日本緩和医療学会学術大会、2017年6月23日、神戸

野中里紗、石川景一、志賀孝宏、斉木臣二、岡野栄之、服部信孝、赤松和土．フィーダーフリー培養系iPS細胞を用いた中脳特異神経細胞分化誘導検討、第16回日本再生医療

学会総会、2017年3月7-9日、仙台

服部安莉、小林愛美、西岡健弥、高梨雅史、横山和正、服部信孝．子宮体部神経内分泌癌に合併した抗NMDA受容体抗体陽性辺縁系脳炎の44歳女性例、第222回日本神経

学会関東・甲信越地方会、砂防会館、2017年9月2日、東京

服部安莉、杉山瑞穂、安藤真矢、大垣光太郎、服部信孝、大熊泰之、野田和幸．Epstein-Barr virus罹患後急性散在性脳脊髄炎を発症した23歳男性例、第223回日本神経学

会関東・甲信越地方会、砂防会館、2017年12月2日、東京

林 徹生、本井ゆみ子、服部信孝．MCI患者における介護負担を増加させる因子について、第36回日本認知症学会学術集会、2017年11月24日、金沢

林 康子、吉田 司、保苅吉秀、伊澤奈々、羽鳥浩三、長岡正範．バランス練習アシスト（BEAR）の有効性-KDQOL-SFTMによる評価 第54回日本リハビリテーション医学会学術

集会、2017年6月8日、岡山

中田智史、町田修一、鈴木友子、平澤恵理．「nNOS局在変化を介した骨格筋萎縮における基底膜分子パールカンの役割」、第3回日本筋学会、 2017年8月4日、東京
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平 健一郎、上野祐司、黒木卓馬、島田佳明、山城一雄、田中亮太、卜部貴夫、服部信孝．脳虚血後の軸索再生とSemaphorin 3Aの発現に関する検討、第42回日本脳卒中学

会総会、2017年3月16日、大阪

平林洸紀、渡邉雅男、小林愛美、山下　力、島田佳明、小林智則、志村秀樹、卜部貴夫．低Na血症補正後にパーキンソニズムを来し、ダットスキャンで経過を追跡しえた56歳女

性例、第220回日本神経学会関東・甲信越地方会、砂防会館、2017年3月4日、東京

廣瀬仁樹、王子　悠、波田野琢、林田有紗、須田晃充、服部信孝．両側視床病変を呈したゴーシェ病３型の19歳男性例、第221回日本神経学会関東・甲信越地方会、砂防会館、

2017年6月3日、東京

符　莉、島田佳明、椎名健太、松島隆史、渡邉雅男、小林智則、志村秀樹、卜部貴夫．内頚動脈海綿静脈洞瘻の症状を呈し特発性眼窩炎と診断された１例、第222回日本神経

学会関東・甲信越地方会、砂防会館、2017年9月2日、東京

福嶋佳保里.  PINK1-Parkinシグナル伝達に関与する新規分子の解析、2017年度生命科学系学会合同年次大会（ConBio2017）、神戸国際会議場・2017年12月6日、神戸

古口徳雄、涌井健治、卜部貴夫、菅　貞郎、小林士郎．平成28年診療報酬改定後の脳卒中地域連携パス～千葉県における影響と対応～．第42回日本脳卒中学会総会、2017
年3月17日、大阪

穂坂有加．Reduced TDP-43 Expression Improves Neuronal Activities in a Drosohila Model of Perry Syndrome Perry症候群班会議、福岡大学、2017年12月15日、
福岡

星野泰延、能登大介、横山和正、コッス・ダビデ、服部信孝、三宅幸子．MS・NMO2 多発性硬化症・視神経脊髄炎患者の末梢血における骨髄系細胞の解析、第29回日本神経

免疫学会、札幌教育文化会館、2017年10月6-7日、札幌

宮元 伸和、Pham Loc-Duyen D.、眞木 崇州、田中 亮太、卜部 貴夫、Lo Eng H.、荒井 健、服部 信孝．マウス慢性脳虚血モデル初期のBBB破綻に対する酸化ストレス抑制効

果の検討、第60回日本脳循環代謝学会、2017年11月3日-4日、千里ライフセンター、大阪

宮元伸和、眞木崇州、サオ　ジヘイ、田中亮太、ジエルマン アイリン、ロー　エング、荒井 建、卜部貴夫、服部信孝．オリゴデンドロサイト新生に対するAKAP12の重要性．第42回
日本脳卒中学会総会、2017年3月16日 、大阪

森　聡生、波田野　琢、服部信孝．PLA2G6変異により脳脂質構成異常を起こし、α-シヌクレイン凝集を加速させる、第11回パーキンソン病・運動障害疾患コングレス、品川プリン

スホテル、2017年10月26日～28日、東京都品川区

森美紀子、島田佳明、渡邉雅男、小林智則、志村秀樹、卜部貴夫．脳脊髄液中アミロイドβ1-40が高値であったCereberal Amyloid Angiopathy related Inflamationの一例、

第221回日本神経学会関東・甲信越地方会、砂防会館、2017年6月3日、東京

山下晴世、饗庭三代治、谷 真美、伊澤奈々、羽鳥浩三、藤原俊之．パーキンソン病患者のADL構造分析 第1回日本リハビリテーション医学会秋季学術大会、2017年10月28
日、大阪

山城一雄、田中亮太、上野祐司、宮元伸和、平健一郎、栗田尚英、中島 翔、服部信孝．心房細動を伴う虚血性脳卒中患者の重症度と発症前抗凝固療法との関連、第20回日本

栓子検出と治療学会、2017年9月30日、東京

山田大介、代田健祐、中村亮太、星野泰延、中島明日香、宇佐美由希子、富沢雄二、古川芳明．著明な左右差をもってDopamine Transporter SPECTの集積低下を呈し、後

にパーキンソニズムを認めた意味性認知症の症例、第220回日本神経学会関東・甲信越地方会、砂防会館、2017年3月4日、東京

横山和正、中原 仁、鬼塚康弘、平松且稔、長谷昌知、Jang Yun、Yan Ling、鳥居慎一．APEX研究におけるfingolimod療法を受けた日本人MS患者におけるフマル酸ジメチル

療法の有効性と安全性(Efficacy and Safety of Dimethyl Fumarate in fingolimod-treated Japanese MS Patients in APEX)(英語)、第29回日本神経免疫学会、札幌教

育文化会館、2017年10月6-7日、札幌

横山和正、佐藤竜介、牧岡大器、飯塚幸彦、長谷昌知、Yan Ling、鳥居慎一、齋田孝彦．Natalizumab処置患者におけるARR　市場流通後調査の中間結果(ARR in 
Natalizumab treated patients: Interim results from post-marketing surveillance)、第29回日本神経免疫学会、札幌教育文化会館、2017年10月6-7日、札幌
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区分 番号 国際共同

特別講演・
招待講演

1

特別講演・
招待講演

2

特別講演・
招待講演

3

特別講演・
招待講演

4

特別講演・
招待講演

5

特別講演・
招待講演

6

特別講演・
招待講演

7

特別講演・
招待講演

8

特別講演・
招待講演

9

特別講演・
招待講演

10

特別講演・
招待講演

11

特別講演・
招待講演

12

特別講演・
招待講演

13

頼高朝子、阿部隆志、大塚千久美、前田哲也、平山正昭、渡辺宏久、斎木英資、 大山彦光、深江治郎、下泰司、波田野琢、河尻澄宏、大熊泰之、町田裕、三輪英人、鈴木智香
子、風間明日香、冨山誠彦、木原武士、平澤基之、志村秀樹、小田英世、伊藤美佳子、大野欽司、服部信孝．パーキンソン病に対する水素水の多施設共同二重盲検無作為化試
験．第7回分子状水素医学生物学会、2017年10月29～30日、名古屋

頼高朝子、阿部隆志、大塚千久美、前田哲也、平山正昭、渡辺宏久、斎木英資、大山彦光、深江治郎、下 泰司、波田野琢、河尻澄宏、大熊泰之、町田 裕、三輪英人、鈴木智香

子、風間明日香、冨山誠彦、木原武士、平澤基之、志村秀樹、小田英世、服部信孝．パーキンソン病に対する水素水の多施設共同二重盲検無作為化試験、第11回パーキンソン

病・運動障害疾患コングレス、2017年10月26~28日、東京

Hattori N. Invited Speaker, Advanced in the Genetics of Parkinson’s disease, XXIII World Congress of Neurology, International conference center, Kyoto, Sept. 
16th-21st, 2017, Kyoto, Japan

吉村祐輔、曺叡智、鈴木佑治、オーレリアン・ケレベール・平澤(有川)恵理． 脱細胞脳組織におけるニューロスフィア培養—細胞外マトリックスが加齢性の神経新生減弱に果たす

役割の解明を目指して、第49回日本結合組織学会、2017年6月16日、三重

Hattori N.  Invited Speaker, Luncheon Symposium VI , 3rd Taiwan International Congress of Parkinson's Disease and Movement disorders (TIC-PDMD) on 
18-19 March 2017 in Taipei, Taiwan.

発表者名、演題、学会名、場所、発表年月日等

Hattori N.  Invited Speaker, Themed Parallel Session 3203; Promises of Induced Pluripotent Stem Cells: From Modeling to Therapy, presentation titled From 
Neurons to Brain Organoids,21st International Congress of Parkinson’s Disease and Movement Disorders, June 4–8, 2017, Vancouver, Canada

Hattori N. Speaker, Title; The Promise of Gene Based Technology in Movement Disorders, Hot Topic; Focusing on Genetics and Imaging in Movement 
Disorders, XXII World Congress on Parkinson’s Disease and Related Disorders, Nov. 12-15, 2017, Ho Chi Minh City, Vietnam.

Hattori N. Symposium Speaker, Pathomechanisms of Parkinson's disease: Insights from monogenic forms of familial Parkin's disease, Session 1, Luxembourg 
FNR-RIKEN Joint Symposium- Understanding Inflammatory Disease beyond Complexity-, Conference Hall, RIKEN, Oct.4, 2017, Wako, Saitama

Umemura A.  DBS for PD at Juntendo　Asan-Juntendo Joint Symposium on DBS for PD and other movement disorders, Seoul,　Jan 21,　2017, Korea

Shimo Y, Oyama G, Umemura A, Hattori N.　Asan-Juntendo Joint Symposium on DBS for PD and other Movement Disorders, Asan-Juntendo joint 
symposium on DBS for PD, 2017年1月21日、Korea

服部信孝．Symposist, Lysosomal enzyme欠損とパーキンソン病、シンポジウム1  PD治療はどこをめざすのか、第11回パーキンソン病・運動障害疾患コングレス、品川プリン

スホテル、2017年10月27日、東京

Oyama G, Shimo Y, Umemura A, Hatori H.  Post-Surgical Management of Deep Brain Stimulation Therapies -Basic strategy to optimize motor symptom, 21th 
International Congress of Parkinson's and Movement Disorders, Vancouver, 4-8 June, 2017

Oyama G, Shimo Y, Umemura A, Hatori H.  Phenomenology of Movement Disorders, The 12th Biennial Convention of ASNA and the 39th Annual Convention 
of PNA, Manila 11, November, 2017

Oyama G, Shimo Y, Umemura A, Hatori H.   Surgical Management of Movement Disorders, The 12th Biennial Convention of ASNA and the 39th Annual 
Convention of PNA, Manila, 11 November, 2017

服部信孝．医療講演会（患者会後援）、講演、「パーキンソン病にスマイルを：PDと如何に向き合って生きるか」、対談（服部信孝、西川伸一）「難病治療の未来を語る」、医療講演

会「パーキンソン病・難病治療の未来を語る」、主催・NPO法人U60 チャレンジド・サポーターの会、2017年4月8日、神戸市立勤労会館、神戸

Saiki S.  “Novel autophagy inducers against Parkinson Disease” The 8th International Symposium on Autophagy. 29May2017-1June2017, Nara
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招待講演
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特別講演・
招待講演
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特別講演・
招待講演

20

特別講演・
招待講演

21

特別講演・
招待講演

22

特別講演・
招待講演

23

特別講演・
招待講演

24

特別講演・
招待講演

25

特別講演・
招待講演

26

特別講演・
招待講演

27

特別講演・
招待講演

28

特別講演・
招待講演

29

特別講演・
招待講演

30

服部信孝．教育講演２、パーキンソン病の治療：過去・現在・未来、第114回日本内科学会総会・講演会、東京フォーラム、平成29年4月14日（会期は4月14日～16日）、東京

服部信孝．口演、「オートファジー促進によるミトコンドリアクリアランス上昇薬理作用とする新たなパーキンソン病治療薬開発」、岡野拠点、AMED疾患特異的iPS細胞を活用した

難病研究事業の成果報告会、TKP東京駅大手町カンファレンスセンター、2017年2月24日、東京

服部信孝．講演、市民公開講座、竹田綜合病院、2017年6月10日、会津若松

服部信孝．講演、パーキンソン病患者さんにスマイルを！、東京都難病相談・支援センター医療講演会、東京都庁第一本庁舎、2017年10月9日、東京

服部信孝．講演、パーキンソン病における腸脳連関現象、パーキンソン病と消化管　ネットワーク研究会、ヒルトン大阪、2017年3月25日、大阪

服部信孝．講演、パーキンソン病の治療、過去・現在・未来、ハッピーフェイスセミナー in 甲信越、住友会館、2017年2月25日、東京

服部信孝．講演、パーキンソン病の治療のup-to-date、ニュープロパッチ学術講演会、昭和大学病院中央党７F研修室、2017年2月10日、東京

服部信孝．市民公開講座、特別講演II 、「パーキンソン病にスマイルを～明るい未来に向けて～」、第８回パーキンソン病市民公開講座、2017年7月16日、ラ・プラス青森、青森

服部信孝．市民公開講座講演、パーキンソン病の基礎知識と最新治療、平成29年度新宿区難病講演会、東新宿保健センター２階講堂、2017年10月16日、東京

服部信孝．市民講座、講演、「パーキンソン病を諦めない未来に向かって！」、岡山市民文化大学より依頼、岡山シンフォニーホール、2017年8月19日、岡山

服部信孝．シンポジスト、S1-3, Lysosomal enzyme欠損とパーキンソン病、シンポジウム１： PD治療はどこをめざすのか、第11回パーキンソン病・運動障害疾患コングレス、品

川プリンスホテル、2017年10月27日（会期は10月26日～28日）、東京

服部信孝．特別講演、「パーキンソン病を知る・診る・治す」、パーキンソン病治療セミナーin倉敷2017～ハッピーフェイスセミナー、倉敷国際ホテル、2017年10月20日、倉敷

服部信孝．特別講演、全身疾患としてのパーキンソン病を知る・診る・治す、柳井パーキンソン病学術講演会、2017年12月1日、アニバーサリーステージ・ベルゼ、柳井市

服部信孝．特別講演、パーキンソン病を知る・診る・治す、パーキンソン病治療セミナーin倉敷2017～ハッピーフェイスセミナー、倉敷国際ホテル、2017年10月20日、岡山

服部信孝．特別講演、パーキンソン病を知る・診る・治す、パーキンソン病治療Up To Date2017ハッピーフェイスセミナー、ホテルサンダーソン、2017年11月10日、高崎

服部信孝．特別講演、パーキンソン病を知る・診る・治す、ハッピーフェイスセミナーIN奈良2017、奈良ホテル、2017年12月6日、奈良

服部信孝．特別講演、パーキンソン病を知る・診る・治す、山梨大学医学部基礎研究棟6階大会議室、2017年10月25日、甲府
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服部信孝．特別講演、進化するパーキンソン病の病因解明研究　マクロからミクロまで、第58回日本神経病理学会総会学術研究会、2017年6月1日、学術総合センター、東京

服部信孝．ランチョンセミナー、パーキンソン病の病因解明に迫る―　遺伝性パーキンソン病からのアプローチ、第26回日本Cell Death学会学術集会、2017年7月24日-25日、大

田区産業プラザPiO、東京

服部信孝．特別講演、全身疾患としてのパーキンソン病治療、京滋神経変性疾患研究会、2017年11月30日、ホテルグランヴィア京都、京都市

服部信孝．特別講演「全身疾患としてのパーキンソン病を知る・診る・治す」、柳井パーキンソン病学術講演会、アニバーサリーステージ・ベルゼ、2017年12月1日、柳井市、山口
県

服部信孝．口演、家族性パーキンソン病からみたパーキンソン病の病態解明の現状ーCHCHD2を中心にー、パーキンソン病病態解明の進歩とDisease Modifying Therapy,
【最新医学第72巻6号巻頭座談会】、コートヤードバイマリオット　新大阪ステーション19階、2017年2月12日、大阪

服部信孝．講演、第11回 In vivo実験医学シンポジウム、学士会館、2017年11月22日、東京

服部信孝．講演、パーキンソン病治療 2017年のUpdate、Parkinson's Disease Regional Meeting, 東京ドームホテル、2017年9月8日、東京

服部信孝．特別講演、セッション名：特別講演２、第4回包括緩和医療科学学術研究会/第5回Tokyo 疼痛緩和次世代研究会、コクヨホール、2017年8月27日、東京

服部信孝、樋口了一さん（シンガーソングライター）．オープニングレクチャー、患者の素朴な疑問に答える～パーキンソン病とともに生きる～、第2回JPC（日本パーキンソン病コ

ングレス）、2017年4月16日、日本教育会館、東京

服部信孝．講演、パーキンソン病の治療 過去・現在・未来、Happy Face Seminar in Kurume, 萃香園ホテル、2017年2月3日、久留米市

服部信孝．特別講演、パーキンソン病を知る・診る・治す、ハッピーフェイスセミナー IN 奈良2017、2017年12月6日、奈良ホテル、奈良市

服部信孝．ランチョンセミナー2　講演、パーキンソン病診療最新トピックス2017、第35回日本神経治療学会総会、大宮ソニックシティ、2017年11月16日～18日、大宮

服部信孝．市民公開講座・講演、神経内科と高齢者「パーキンソン病の症状と治療について」、第35回日本神経治療学会総会（11月18日）、大宮ソニックシティ、2017年11月16
日～18日、大宮

今居　譲．ミトコンドリアの機能を司るパーキンソン病原因遺伝、Agilent Technologies XF User Group Meeting Japan、2017年11月9日、東京

今居　譲．パーキンソン病原因遺伝子産物CHCHD2の生理的機能とその変異による病態への関与、第15回神経科学研究会、2017年10月7日、東京

今居　譲．パーキンソン病原因遺伝子CHCHD2の機能解析、カテコールアミンと神経疾患研究会 2017、2017年5月20日、東京

岩室宏一．DBS手術の極意（Part2）、メドトロニック（株）社内講演会、2017年2月27日、東京
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岩室宏一．DBS手術中に外科医は何を考えているか？、アイティーシー（株）社内講演会、2017年5月15日、東京

岩室宏一．脳深部刺激療法（DBS）刺激は脳のどこにどのように及ぶのか？Parkinson’s Disease Up-To-Date、2017年6月16日、東京

梅村 淳．視床下核DBS後の精神神経行動学的合併症、The Neuromodulation Expert Conference in Tokyo、2017年3月18日、東京

梅村 淳．パーキンソン病の治療　脳深部刺激療法（DBS）について、第2回日本パーキンソン病コングレス、2017年4月15日、東京

梅村 淳．パーキンソン病に対する視床下核DBS　これまでの総括と今後の展望、パーキンソン病フォーラム、2017年6月1日、松戸

梅村 淳．進行期パーキンソン病の治療、三重パーキンソン病市民公開講座、2017年10月12日、津

梅村 淳．パーキンソン病に対するDBS、デバイスの技術的進歩、第11回パーキンソン病・運動障害疾患コングレス　ランチョンセミナー、2017年10月28日、東京

梅村 淳．パーキンソン病の脳深部刺激療法　アップデート、第29回脳神経外科学臨床講座、2017年10月28日、東京

梅村 淳．パーキンソン病に対するDevice-Aided Therapy、瑞穂カンファレンス、2017年11月30日、名古屋

卜部貴夫．特別講演II　脳梗塞再発抑制におけるDOACの使い方～高齢者の出血合併をいかに防ぐか～．小江戸抗凝固療法セミナー、平成29年2月8日、川越

卜部貴夫．脳梗塞における糖尿病診断・治療の新たな展開．Diabetes Web講演会、平成29年2月15日．東京・新橋スタジオ

卜部貴夫．特別講演I　脳卒中後および高齢者てんかんの治療の新展開．第13回多摩Stroke研究会、平成29年2月16日、東京・立川

卜部貴夫．脳卒中後てんかん治療の新展開．浦安市Epilepsy Conference、平成29年2月24日、浦安

卜部貴夫．特別講演　脳梗塞発症抑制を目指して～適切なDOAC使用を考える～．北多摩地区Core Member Meeting 2017、平成29年3月6日、東京・新宿区

卜部貴夫．特別講演　変貌・進化する脳卒中治療の中で～DOACsの役割は？～．第17回地域医療講演会（東京ベイ・浦安市川医療センター）、平成29年3月10日、浦安

卜部貴夫．特別講演2　脳卒中における糖尿病管理の重要性とSGLT2阻害薬の位置づけ．Meet the Expert、平成29年3月11日、東京・渋谷

卜部貴夫．特別講演2　脳卒中における糖尿病管理の重要性とSGLT2阻害薬の位置づけ．Meet the Expert、平成29年4月1日、東京・渋谷
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卜部貴夫．TOPICS　高齢者診療における抗てんかん薬の現状と問題点．Epilepsy Sharing Session 2017、平成29年7月14日、千葉・幕張

卜部貴夫．脳卒中後てんかん診療の現状と展望．草加八潮医師会学術講演会、平成29年7月20日．草加

卜部貴夫．脳卒中の病態と治療．認定理学療法士必須研修会「脳卒中」、平成29年7月22日、岡山

卜部貴夫．特別講演　脳卒中後てんかん診療の新たな展開．神経治療研究会、平成29年8月31日、千葉

卜部貴夫．特別講演　高齢者および脳卒中後てんかんに対する薬物治療の現状と問題点．第150回浦安市薬剤師会学術講演会、平成29年9月14日、浦安

卜部貴夫．特別講演　抗凝固療法による脳梗塞予防と出血リスク．心血管フォーラム2017、平成29年9月21日、大阪・阿倍野区

卜部貴夫．講演1　脳梗塞再発予防のパラダイムシフト．脳心血管病予防フォーラム、平成29年6月15日、東京・新宿区

卜部貴夫．特別講演　抗凝固療法による心原性脳塞栓症の予防と出血リスク．抗凝固療法を考える会、平成29年6月20日、北見

卜部貴夫．脳卒中後てんかんの治療戦略．第10回城北脳神経外科臨床研究会、平成29年6月24日、東京・新宿区

卜部貴夫．脳卒中診療における地域連携の現状と課題．八千代市医師会脳卒中地域連携講演会、平成29年6月28日、八千代

卜部貴夫．脳卒中の糖尿病治療におけるSGLT2阻害薬の位置づけ．Deep Dive、平成29年7月2日、平成29年7月2日、東京・お台場

卜部貴夫．順天堂大学病院における地域連携の現状と新たな取り組み．第279回学術講演会（浦安市医師会）、平成29年7月10日、浦安

卜部貴夫．特別講演　脳梗塞における糖尿病管理～SGLT2阻害薬の位置づけ～．Diabetes Networ Meeting、平成29年4月7日、大阪

卜部貴夫．基調講演　脳卒中診療と地域連携．第278回学術講演会（浦安市医師会）、平成29年5月22日、浦安

卜部貴夫．特別講演　脳卒中後および高齢者てんかんの治療の新展開．てんかんフォーラム2017、平成29年5月24日、横浜

卜部貴夫．講演I　Post Strokeにおけるてんかん治療戦略．東葛南部てんかん治療と医療連携を考える会、平成29年5月26日、市川

卜部貴夫．脳卒中の糖尿病管理におけるSGLT2阻害薬の位置づけ．川口地区Network Meeting～大血管障害予防のリスクマネージメント～、平成29年6月2日、川口
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Oyama G, Shimo Y, Umemura A, Hattori N．Deep brain stimulation -the state of the art-16th Japan International Parkinson Disease & Movement Disorders 
Symposium in Takamatsu、2017年2月18日、高松

大山彦光、服部信孝．パーキンソン病を理解しよう ～パーキンソン病の基礎知識と最新医療情報～、あきる野市難病講演会、2017年3月13日、あきる野

大山彦光、 服部信孝．パーキンソン病の遺伝子治療、江東区パーキンソン病友の会講演会、2017年4月1日、東京

大山彦光、 下泰司、 梅村 淳、 服部信孝．ランチョンセミナーA　専門医に聞くＤＢＳの真実、第2回日本パーキンソン病コングレス（JPC）、2017年4月15日、東京

大山彦光、 服部信孝．パーキンソン病の最新治療 ～より良い選択のためにできること～、杉並区難病講演会、2017年5月21日、東京・杉並区

卜部貴夫．特別講演　Post Strokeにおけるてんかん診療のブレークスルー．第86回東葛脳神経外科カンファランス、平成29年10月7日、浦安

卜部貴夫．脳卒中の病態と治療．認定理学療法士必須研修会「脳卒中」、平成29年10月14日、東京・多摩

卜部貴夫．脳卒中における糖尿病治療の現状と課題～SGLT2阻害薬の位置づけ～．Diabetes Web講演会、平成29年10月26日、東京・新宿区

卜部貴夫．脳卒中診療の変貌と進化．中国訪日団講演会、順天堂大学センチュリータワー、平成29年10月31日、東京

卜部貴夫．特別講演II　脳卒中後てんかん診療のパラダイムシフト．Fighting Vascular Events SCRUM in Shizuoka 2017、平成29年11月28日、静岡

卜部貴夫．脳卒中における抗血栓療法と消化管出血予防戦略．TAKECAB Webセミナー、平成29年12月6日、東京・恵比寿

卜部貴夫．脳卒中の病態と治療．認定理学療法士必須研修会「脳卒中」、平成29年12月9日、多郡山

卜部貴夫．脳卒中をどう防ぎ、どう治療するか？～知っておきたい脳卒中のこと！～．うらやす市民大学、平成29年12月16日、浦安

大垣光太郎．Evaluation and treatment of freezing of gait　"Takamatsu PD Camp, International Parkinson Disease Symposium in Takamatsu:iPDST"、2017年2
月19日、高松

卜部貴夫．特別講演II　ESUSにおける塞栓源検索と治療選択．第6回循環器・神経内科懇話会、平成29年9月27日、千葉・幕張

卜部貴夫．講演I　脳梗塞における糖尿病管理の新たな展開～SGLT2阻害薬の位置づけ～、糖尿病・循環器ジョイントカンファ、船橋、平成29年9月28日、船橋

卜部貴夫．特別講演　脳卒中診療の進化と深化．第12回脳卒中エキスパートミーティング―脳梗塞急性期治療を考える―、平成29年10月6日、岡山
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下 泰司、服部信孝．パーキンソン病の治療、第2回日本パーキンソン病コングレス、2017年4月15日、東京

下 泰司、服部信孝．エビデンスに基づいたパーキンソン病診療、カテコールアミンと神経疾患研究会、2017年5月20日、東京

Oyama G, Hatano T, Shimo Y, Hattori N. Basics strategy to choose Device Aided Therapies XXIII World Congress of Neurology, 20 Jun, 2017, Kyoto

大山彦光、波田野琢、下泰司、梅村 淳、服部信孝．進行期パーキンソン病の治療の現在と未来、高知セレギリン研究会、2017年10月6日、高知

大山彦光、 服部信孝．パーキンソン病と関連疾患の理解と治療、板橋区難病講演会、2017年10月11日、東京

大山彦光、 波田野琢、 下泰司、 梅村 淳、 服部信孝．パーキンソン病のデバイス治療の選択肢、さいたま東部パーキンソン病講演会、2017年11月18日、越谷

大山彦光、服部信孝．パーキンソン病・最新医療情報、大田区パーキンソン病友の会医療講演会、2017年11月19日、東京

河内 泉、中島一郎、野原千洋子、宮本勝一、横山和正．MSのより良い臨床治療に関するReal World Question(RWQ)(Real World Question(RWQ) for Better Practical 
MS Treatment)、第29回日本神経免疫学会イブニングセミナー、2017年10月6日、札幌

志村秀樹　"歩行計を用いた運動症状の評価－ロチゴチン貼布剤投与例での検討－、第147回日本神経学会東海北陸地方会、2017年3月11日、名古屋

下 泰司、服部信孝．パーキンソン病治療の最新の話題、第206回東京内科医会臨床研究会、2017年3月25日、東京

下 泰司、服部信孝．パーキンソン病におけるDevice Aided Therapy の適応について、関東機能的脳外科学会、2017年4月1日、東京

大山彦光、 下泰司、 梅村 淳、 服部信孝．「DBSの基礎」 メカニズム、メリット/デメリット、最近のデバイス、第58回神経病理学会総会学術研究会、2017年6月2日、東京

大山彦光、 服部信孝．ふみだそう第一歩！ より良い選択のためにできること、パーキンソン病とともに生きる in 会津、2017年6月11日、会津若松

大山彦光, 服部信孝．パーキンソン病の最新治療 　～より良い選択のためにできること～、中野区難病講演会、2017年6月12日、東京都・中野区

大山彦光, 下泰司, 服部信孝．総合討論『パーキンソン病診療ガイドラインに基づいた進行期治療について』Parkison Disease Network Symposium in Tokyo、2017年7月19
日、東京

太田成男．いつまでも元気に生きる～ミトコンドリアのちから～　　会津地区経営者協会　会津　2017年1月25日

太田成男．ミトコンドリアと抗酸化　日本医療研究開発機構難治性疾患実用化事業　ミトコンドリア病診断・診察マニュアル作成委員会　2017年2月11日
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132 富沢雄二．超進行期パーキンソン病患者に対するパッチ製剤の考察、第13  回東部神経フォーラムホテルイースト21、2017年9月8日、東京

下 泰司、服部信孝．Device aided therapy におけるLCIG療法の役割、第11回パーキンソン病運動障害疾患コングレス、2017年10月25  日、東京

下 泰司、服部信孝．PD診療ガイドライン改訂ポイント、PD academy 座談会、2017年12月17日、東京

谷 もも．認知症治療継続のためのチーム医療、Dementia Seminar in Chiba、アパホテル＆リゾート東京ベイ幕張、2017年3月8日、幕張

谷 もも．当院の認知症について-　総泉病院　新入職員研修～認知症～、医療法人社団 誠馨会 総泉病院、2017年4月27日、千葉

谷 もも．脳の健康！認知症予防　いきいき介護予防教室、千葉市都賀いきいきセンター、2017年6月7日、千葉

谷 もも．物忘れについて～物忘れをふせぐ～　千葉市美浜いきいきプラザ講演会、千葉市美浜いきいきプラザ、2017年6月29日、千葉

谷 もも．糖尿病と認知症 ～高齢者糖尿病の認知機能とADLを評価するには？～第5回糖尿病アカデミー、ホテル　ザ・マンハッタン、2017年6月29日、千葉・幕張

谷 もも．高齢進行期認知症症例の中核症状に対する薬物治療、第4回千葉県認知症アカデミー、ワールドビジネスガーデン マリブイースト、2017年9月7日、千葉

谷 もも．症例報告(1)(2)　第25回いのはなビデオカンファレンス　千葉大学医学部付属病院　2017年11月7日、千葉

下 泰司、服部信孝．  Which therapy is suitable for this specific patients DBS or LCIGMDS-AOS Advamced therapy in PD 、2017年6月23日、静岡

下 泰司、服部信孝．エビデンスに基づいたパーキンソン病診療、DNS webinar、2017年6月15日、東京

下 泰司、服部信孝． Device Aided therapy におけるLCIG療法の役割、aPD研究会in Fukushima、2017年7月21日、福島

下 泰司、服部信孝．順天堂大学における使用経験、Vercise PC Cartesia 発売記念講演会、2017年7月29日、東京

下 泰司、服部信孝．　Clinical experience of DAT at Juntendo University、World congress of Neurology、2017年9月20日、京都

下 泰司、服部信孝．エビデンスに基づいたパーキンソン病診療、越谷ハッピーフェイスセミナー、2017年9月29日、埼玉

下 泰司、服部信孝．多職種連携チームによるDBS診療の実際、日本脳神経外科学会第76回学術総会、2017年10月14日、愛知
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水野美邦．パーキンソン病の原因と治療の現状、第32回日本大脳基底核研究会三河湾リゾートリンクス、2017年7月1日、西尾

水野美邦．神経難病とむきあって、北海道紋別市保健所講演会、2017年7月28日、紋別

水野美邦．パーキンソン病とともに楽しく生きる、北海道紋別市保健所講演会、2017年7月29日、紋別

水野美邦．第256回医学健康講座、パーキンソン病とともに楽しく生きる、新百合ヶ丘総合病院、2017年8月29日、川崎・新百合ヶ丘

水野美邦．パーキンソン病の薬物療法、山形県パーキンソン病友の会講演会、2017年9月14日、青根

水野美邦．パーキンソン病の薬物治療、堺市のびやかクラブ講演会、2017年10月1日、堺

水野美邦．パーキンソン病とともに楽しく生きる、パーキンソン病学術講演会、2017年10月14日、富田林

水野美邦．パーキンソン病とともに楽しく生きる、パーキンソン病講演会、2017年10月25日、辰野

水野美邦．パーキンソン病とともに楽しく生きる、パーキンソン病講演会、2017年11月5日、東京・赤羽

中原登志樹．大脳基底核疾患(1)、福島県立医科大学学生講義、2017年5月12日、福島

中原登志樹．大脳基底核疾患(2)、福島県立医科大学学生講義、2017年10月27日、福島

舩山 学．ミトコンドリア機能障害とパーキンソン病新規原因遺伝子CHCHD2、第5回これからのパーキンソン病治療を考える会、2017年12月10日、東京

水野美邦．パーキンソン病、発症機序に基づく治療．パーキンソン病友の会大阪支部、2017年1月15日、大阪

水野美邦．パーキンソン病とともに楽しく生きる、全国パーキンソン病友の会石川県支部講演会、2017年2月25日、金沢

水野美邦．パーキンソン病とともに楽しく生きる、岐阜県大垣支部パーキンソン病医療講演会、2017年3月26日、大垣

水野美邦．パーキンソン病とともに楽しく生きる、山梨パーキンソン病市民フォーラム、2017年5月20日、甲府

水野美邦．パーキンソン病とともに楽しく生きる、熊本支部設立40周年記念講演会、2017年5月28日、熊本
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横山和正、服部信孝．多発性硬化症学術講演会　テクフィデラの実践的な使用方法　2017.10.31　東京

横山和正．患者とともに考えるMS治療戦略　テクフィデラの実践的な使用方法について　　　2017.10.20　仙台

横山和正、服部信孝．経口薬からみたMS治療　テクフィデラの実践的な使用法について、多発性硬化症学術講演会、2017.9.29、北九州

横山和正、服部信孝．日本人におけるテクフィデラの使用経験、多発性硬化症学術講演会、2017.11.10、広島

横山和正．多発性硬化症学術講演会　テクフィデラの実践的な使用方法、2017.10.31　東京

頼高朝子．パーキンソン病に対する水素水の無作為化二重盲検試験から、分子状水素臨床工学研究会・メディアワークショップ、2017年4月13日、東京

頼高朝子．ドーパミン感受性とパーキンソン病、パーキンソン病Doctor’s Meeting in Saitama、2017年4月19日、さいたま

頼高朝子．進行期PD治療とLCIGの可能性、進行期PD治療とLCIGの可能性、2017年6月22日、東京

水野美邦．アメリカレジデント制度で学んだこと、Neurology Pioneer Lecture、2017年12月15日、大阪

本井ゆみ子．タウ蛋白ターゲットの治療薬開発の展望、―世界の動向と我々の視点、第35回日本神経治療学会総会、2017年11月16日～18日、大宮

山城一雄．高血圧と脳卒中の関係性　〜cerebral microbleedsとは？〜、Takeda Scientific Seminar for Young Doctors、2017年4月26日、東京

山城一雄．脳卒中予防における抗凝固療法〜Real world dataから見えてくる現状と課題〜、医療連携を考える会〜、超高齢化社会を見据えた脳卒中と認知症対策、2017年10
月12日、東京

山城一雄．2型糖尿病治療の最新の話題　神経内科の立場から、SGLT2 Forum東京、2017年10月31日、東京

山城一雄．脳卒中と認知症について〜ふたつの病気の深い関係、中央区医師会第5回区民公開講座、2017年11月11日、東京

横山和正、服部信孝．多発性硬化症の実際　コパキソン使用経験を含め、2017年7月23日、ホテル日航福岡

横山和正、服部信孝．テクフィデラ発売記念講演会、2017.5.27、東京

横山和正、服部信孝．シンポジウム7　多発性硬化症の治療現状　MS治療における感染症、第35回日本神経治療学会総会、2017.11.17　埼玉
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区分 番号 国際共同

その他
（広報活動を含む）

1

その他
（広報活動を含む）

2

その他
（広報活動を含む）

3

その他
（広報活動を含む）

4

その他
（広報活動を含む）

5

その他
（広報活動を含む）

6

その他
（広報活動を含む）

7

その他
（広報活動を含む）

8  

その他
（広報活動を含む）

9  

その他
（広報活動を含む）

10  

その他
（広報活動を含む）

11  

その他
（広報活動を含む）

12  

その他
（広報活動を含む）

13  

その他
（広報活動を含む）

14  

頼高朝子．統合失調に合併したパーキンソン病疑い患者の経過、ハッピーフェイスセミナーin 越谷、2017年9月22日、越谷

頼高朝子．イストラデフィリン有効例無効例の違いは何か？、さいたまPDワークショップ2017、2017年8月1日、さいたま

服部信孝、今居譲．プレスリリース、「パーキンソン病原因遺伝子の異常による神経活動低下の仕組みを解明」読売新聞（YOMIURI ONLINE）、他29メディア 2017年5月26日
掲載

Hattori N.  The status of Honorary Member of the Spanish Society of Neurology, Official Annual Ceremony of SEN,  the Auditorium at the Real Academia 
Nacional de Medicina, May 31, 2017, Madrid, Spain

服部信孝、大山彦光．患者会同行、講演会「医療従事者と患者会の座談会」パーキンソン病患者の日常生活の質の向上のために、パーキンソン病友の会旅行・秋の勉強会、場
所：八ヶ岳ロイヤルホテル・ダイワロイヤルホテルズ、2017年10月18日―19日、八ヶ岳、長野

服部信孝、波田野琢．プレスリリース、順天堂医院がパーキンソン病や認知症により通院困難な患者さんを対象とした日本初の本格的な遠隔診療サービスを開始、2017年7月28
日、順天堂大学本郷・御茶ノ水キャンパスセンチュリータワー、東京

服部信孝、樋口了一さん（シンガーソングライター）．トークショー、「病気になってもあきらめない、意欲を失わない生き方」、パーキンソン病と脳・神経の病気を知るセミナーin 東
京、神経内科フォーラム・アッヴィ合同会社共催、一般社団法人日本神経学会後援、2017年4月30日、よみうりホール、東京

発表者名・著者名、活動内容・タイトル等、掲載・発表情報等

服部信孝、今居譲．プレスリリース、「神経軸索変性による神経機能不全の改善に成功」朝日新聞デジタル＆M、他17メディア 2017年6月22日掲載

服部信孝、今居譲．プレスリリース、「ミトコンドリアに関わる遺伝子が神経変性を起こす機序を解明」日経産業新聞、他34メディア 2017年6月7~9日掲載

服部信孝、今居譲．プレスリリース、「パーキンソン病の病態を表す鍵となる分子をヒトで検出」読売新聞（YOMIURI ONLINE）、他27メディア 2017年6月2日掲載

Hattori N. Chair, Plenary Session III  -, 2017 the 3rd TIC-PDMD, Mar 19, 2017, Taipei, Taiwan

Hattori N. Chair, Session 11; Current Strategy for Management of PD Patients with Medication- Speaker; Takeda A. , Sep. 18, 2017, WCN, Kyoto

Hattori N. Closing remarks, 16th iPDST, かがわ国際会議場, 2017年2月17～19日、高松市

Hattori N. Course Director, MDS-AOS Education Program, Advanced Therapies in Parkinson Disease Izu Course 2017, IBM Amagi Home Stead, June 23-24, 
2017, Izu-City

Hattori N. Course Director, MDS-AOS Education Program, Evidence Based Medicine on Parkinson Disease and Gait disorders Kyoto Course 2017, Kyoto 
Karasuma Convention Hall, Sept 14, Kyoto

Hattori N. Opening Remarks, Symposiumu on Neurology on site of Luxembourg visit to Juntendo University, Conference Room, 10th building of Juntendo 
University, Oct 3, 2017, Tokyo
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服部信孝．開会・閉会の辞、Rasagiline Expert Meeting, 武田薬品工業アドバイザリーボード、2017年9月21日、ウェスティン都ホテル京都

服部信孝．開会の辞、第26回関東パーキンソン病勉強会、2017年11月25日、TKP東京駅前カンファレンスセンター、東京

服部信孝．顧問、第2回JPC（日本パーキンソン病コングレス）、2017年4月15日-16日、日本教育会館、東京

服部信孝．座長、第55回神経学セミナー「動物モデルで探るパーキンソン病の分子病態」演者・高橋良輔教授、京都大学大学院医学研究科臨床神経学、順天堂大学、2017年1
月28日、東京

服部信孝、望月秀樹、高橋良輔．座談会、パーキンソン病病態解明の進歩と疾患就職療法、平成29年2月12日、コートヤード・バイ・マリオット新大阪ステーション、大阪（最新医

学 2017, 72(6):794-803に掲載)

服部信孝. Opening Remarks & Chair, Novartis Symposium on Parkinson's Disease and Relatd Neurological Disorders (Sponsored by Novartis), 2017年12月9
日、秋葉原コンベンションホール、東京

服部信孝．開会・閉会の辞、aPD研究会（アッヴィ合同会社主催）、ベルサール飯田橋、2017年9月2日、東京

服部信孝．座長、第62回神経学セミナー、演者；岐阜大学教授　下畑享良先生、2017年11月7日、順天堂大学、東京

服部信孝．座長、第63回神経学セミナー 演者:Mario Masellis先生、「“Getting personal” in the pharmacotherapy of Parkinson’s disease: Precision medicine meets 
clinical trial data」、2017年12月11日、順天堂大学、東京

服部信孝．座長、第64回神経学セミナー　演者：自治医科大学附属病院脳神経外科教授　川合謙介先生、2017年12月15日、庭のホテル、東京

服部信孝．雑誌掲載、「パーキンソン病、持続的薬剤注入で安定した症状に」、知って得する！名医の最新治療 Vol. 506、週刊朝日、12月8日増大号:70-71, 2017

服部信孝．司会、パーキンソン病道場１、「パーキンソン病らしい患者さんが来たら」（演者・髙橋一司）、第11回パーキンソン病・運動障害疾患コングレス、品川プリンスホテル、

2017年10月28日、東京

服部信孝．知りたい！薬のキホンとギモン、パーキンソン病の薬、NHKテキスト　きょうの健康、2017年7月号、pp122-128, 2017 (テレビ放映はなし）

服部信孝．新聞掲載、iPSでパーキンソン病改善、ヒト細胞　サルの脳に移植、朝日新聞　東京版（日刊）1面、2017年8月31日

服部信孝．新聞掲載、パーキンソン病診断　血液中に役立つ物質、日本経済新聞、科学技術 p9、2017年8月28日

服部信孝．総合司会、ニュープロパッチ発売4周年記念講演会、2017年3月8日、みしまプラザホテル、静岡県三島市

服部信孝．総合司会、パーキンソン症候群・認知症の臨床・病理フォーラム（第2回）、中野サンプラザ7研修室、2017年2月8日、東京
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服部信孝．代表世話人、開会の辞、第25回関東パーキンソン病勉強会、三菱ビルコンファレンスエムプラス、2017年4月22日、東京

服部信孝．日本神経学会楢林賞受賞、受賞テーマ「パーキンソン病の発症機序の解明」、2017年2月１日

服部信孝．座長、第56回神経学セミナー、講師；加藤天美先生（近畿大学脳神経外科・教授）、2017年3月10日、順天堂大学、東京

服部信孝．座長、第61回神経学セミナー、演者：小野賢二郎、昭和大学教授、順天堂大学、2017年9月22日、東京

服部信孝．閉会の辞、第5回これからのパーキンソン病治療を考える会、JPタワーホール＆カンファレンス、2017年12月10日、東京

服部 信孝, 吉森 保, 水島 昇. 座談会.オートファジーと神経変性疾患、Frontiers in Parkinson Disease, 10:121-127, 2017.08

服部 信孝, 望月 秀樹, 高橋 良輔. 座談会、【パーキンソン病-進化する診断と治療-】 パーキンソン病病態解明の進歩と疾患修飾療法, 最新医学, 72:794-803, 2017.06

服部信孝、Glenda Halliday、髙橋良輔（司会）、長谷川成人、松田憲之、Jose A. Obeso(オブザーバー）．座談会、α－シヌクレイノパチーとマイトファジー研究の現在と今後の展

望、Frontiers in Parkinson Diseas 10:7-16, 2017

服部信孝、桜井　隆．【放送大学教材・テレビ】「疾病の回復を促進する薬」、服部信孝：末梢神経に作用する薬、中枢神経系に作用する薬(1),(2), 放映は2017年4月～5月、再放

送7月～8月, p35-79(総ページ数263)、2017年3月20日第1刷、編集者：桜井隆、服部信孝、発行所：一般在団法人放送大学教育振興会、東京

服部信孝．座長、シンポジウム1「パーキンソン病：新規の治療ガイドライン」、第35回日本神経治療学会総会、大宮ソニックシティ、2017年11月16日～18日、大宮

Umemura A. Lecturer, Current topics in patient management with DBS, MDS-AOS Education Program 2017 Izu Course, Advanced therapies in Parkinson’s 
diseas, Amagi Homestead (IBM), June 23, 2017, Izu-City

Hatano T. Lecturer, The technology enabling telemedicine through cognitive computing on healthcare in advanced therapy, MDS-AOS Education Program 
2017 Izu Course, Advanced therapies in Parkinson’s diseas, Amagi Homestead (IBM), June 23, 2017, Izu-City

Motoi Y. Lecturer, Current topics and future trends in antibody therapy for PD , MDS-AOS Education Program 2017 Izu Course, Advanced therapies in 
Parkinson’s diseas, Amagi Homestead (IBM), June 23, 2017, Izu-City

Shimo Y.  Chair, MDS-AOS Education Program 2017 Kyoto Course, Evidence Based Medicine on Parkinson’s Disease and Gait disorders, Sept 14, 2017, Kyoto

Shimo Y. Local secretariat, MDS-AOS Education Program 2017 Izu Course, Advanced therapies in Parkinson’s diseas, Amagi Homestead (IBM), June 23, 
2017, Izu-City

Oyama G. Chair, MDS-AOS Education Program 2017 Izu Course, Advanced therapies in Parkinson’s diseas, Amagi Homestead (IBM), June 23, 2017, Izu-City

Hatano T.  Local Secretariat and Case Presentation, How to treat the motor complications in a patient with advanced PD, Integrating EBM Knowledge with 
Individual Cases, MDS-AOS Education Program 2017 Kyoto Course, Evidence Based Medicine on Parkinson’s Disease and Gait disorders, Sept 14, 2017, Kyoto
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Urabe T: Chair; Poster session1, Basic science 1. The 8th Korea-Japan Joint Stroke Conference, Niigata, Japan, October 19-21, 2017.

今居 譲．プレスリリース、パーキンソン病の病態を表す鍵となる分子をヒトで検出　～リン酸化ユビキチン鎖がパーキンソン病に関与することが明らかに～、2017年6月2日、順天
堂大学、東京

今居 譲．プレスリリース、パーキンソン病原因遺伝子の異常による神経活動低下の仕組みを解明　～シナプス小胞の再生経路の操作により神経活動の正常化に成功～、2017
年5月26日、順天堂大学、東京

今居 譲．プレスリリース、ミトコンドリアに関わる遺伝子が神経変性を起こす機序を解明　～新たなパーキンソン病原因遺伝子の理解と治療的試み～、2017年6月7日、順天堂大
学、東京

今居 譲．プレスリリース、神経軸索変性による神経機能不全の改善に成功　～ペリー症候群の治療法確立へ前進～、2017年 6月22日、順天堂大学、東京

卜部貴夫．座長、「演者　長田　乾；心房細動と認知症～超高齢化社会における脳梗塞・認知症予防戦略～」、脳血管障害と認知症を考える平成29年1月27日、浦安

卜部貴夫．学術講演会司会、第52回医療連携フォーラム、浦安、平成29年2月1日、浦安

卜部貴夫．座長、「演者　猪原臣史；脳血管障害とその付随疾患に対する包括的治療戦略」、第6回御茶ノ水脳卒中Joint Conference、平成29年2月3日、東京・御茶ノ水

卜部貴夫．座長　「演者　平野照之；新・DOAC選びの基礎知識」、第5回Stroke Expert Meeting in 千葉、平成29年3月8日、千葉・幕張

卜部貴夫．学術講演会司会．第53回医療連携フォーラム、浦安、平成29年3月9日．

卜部貴夫．総合司会　「演者　大橋高志、村松和浩、朝比奈正人、志村秀樹、宗像紳」．パーキンソン病市民フォーラムin船橋、船橋、平成29年6月11日．

卜部貴夫．座長　「演者　志村秀樹；アルツハイマー病の最新治療」．浦安認知症多職種連携の会、浦安、平成29年6月14日．

卜部貴夫．座長「演者　志村秀樹；進行期パーキンソン病治療への期待と課題～当院におけるデュオドーパ配合経腸溶液使用症例を中心に～」．船橋地区医療連携講演会、船
橋、平成29年7月27  日．

卜部貴夫．座長　パネルディスカッション．aPD研究会2017、飯田橋、平成29年9月2日．

卜部貴夫．座長「演者　長田　乾；心房細動と認知症～超高齢化社会における脳梗塞・認知症予防戦略～」．高齢者疾患のトータルケア研究会in Chiba、幕張、平成29年9月5
 日．

卜部貴夫．座長　「演者　橋本洋一郎；脳卒中診療の均てん化―熊本地震から5カ年計画まで―」．かかりつけ医のための脳卒中連携～震災と脳卒中～、千葉、平成29年10月4
日．

卜部貴夫．座長　「演者　赤松直樹；てんかん診療のコツとピットフォール」．第1回Epilepsy Education Seminar、浦安、平成29年10月5日．
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卜部貴夫．学術講演会司会．第55 回医療連携フォーラム、浦安、平成29年10月11   日．

卜部貴夫．座長　「演者　伊澤良兼；DOACの現状と次のステージ」．浦安地区Network Meeting、浦安、平成29年10月31日．

卜部貴夫． 1ページ講座；理学療法関連用語～正しい意味が分かりますか？脳浮腫. 理学療法ジャーナル 51:693, 2017

卜部貴夫．雑誌掲載、名医列伝、最新医療に挑む名医たち．血管を強くして突然死を防ぐ！脳卒中と心臓病のいい病院．週刊朝日MOOK，朝日新聞出版 10-11, 2017．

大山彦光．雑誌掲載、「40代あるある悩み」”知らなきゃよかった”それって病気です、「最近よく転ぶ」　これって老化なの？それとも病気？、美ST、光文社、2017年2月17日

大山彦光、服部信孝．座談会、PD「医療従事者と愚者会の座談会」、バーキンソン病患者の日常生活の質の向上のために、Frontia in Parkinson Disease、11(1)、2017

斉木臣二、服部信孝．プレスリリース、パーキンソン病の発症早期に特徴的な変化を示すアシルカルニチン群を特定―発症前診断のバイオマーカーへの期待― 、2017年8月4
日、順天堂大学、東京

髙梨雅史．Neurological CPC、第142回Neurological CPC (2017年2月14日)　「当初l-dopa反応が良好でMIBG心筋の取り込低下を認めたパーキンソニズム、小脳症状の65
歳性」

卜部貴夫．座長　市民公開講座．第33回NPO法人日本脳神経血管内治療学会総会、東京、平成29年11月4日．

卜部貴夫．座長　「演者　榛沢和彦；災害後の静脈血栓塞栓症への対応～動脈硬化性疾患の関連～」．抗血栓治療連携Summit in Urayasukara～災害時医療を考える～、浦

安、平成29年11月8日．

卜部貴夫、上山憲司．座長、シンポジウム7、心房細動と脳卒中を考える、第42回日本脳卒中学会総会、2017年3月17日、大阪

卜部貴夫．座長、一般口演7　超音波を用いた新技術・その他1．第36回日本脳神経超音波学会総会、2017年6月23日、香川

卜部貴夫．座長　ポスター5　基礎（病態・治療）．第8回日本脳血管・認知症学会総会、2017年8月5日、東京・虎ノ門

卜部貴夫．座長．一般演題口演4　臨床「バイオマーカー／危険因子／DOAC」．第60回日本脳循環代謝学会学術集会、2017年11月3日、大阪
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